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5．委員意見を踏まえた調査結果等の整理

１．１．DODO対策対策船の稼働状況について船の稼働状況について

DO対策船 ﾌﾗ ｼ 操作回数
忠節日平均流量

表 DO対策船の稼働日数とﾌﾗｯｼｭ操作・河川流況の関係

年度
DO対策船
稼働日数

ﾌﾗｯｼｭ操作回数
（ｱﾝﾀﾞｰ/全体）

H12

H13

36日

23日

32回 (76回)

14回 (48回)

忠節日平均流量
100m3/s以下の

出現日数

62日

64日

H14

H15

H16

4日

0日

0日

47回 (64回)

23回 (41回)

22回 (26回)

60日

19日

43日

H17

H18

H19

12日

2日

10日

59回 (75回)

82回 (96回)

18回 (33回)

63日

65日

49日

H20

H21

H22

H23

12日

0日

8日

0日

56回 (65回)

54回 (71回)

43回 (51回)

119回 (122回)

59日

39日

37日

33日H23

H24

0日

0日

119回 (122回)

141回 (154回)

H25 0日 130回 (136回)

33日

50日

52日

※1 平成23～25年度は更なる弾力的な運用を実施。

40

平成 年度 弾 運用 。
※2 忠節地点流量の出現日数は6～8月（92日間）の集計。
※3 平成24～25年の忠節地点流量は暫定値。




